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【 わたしは、あなたに約束したことを果たすまで決して見捨てない。 】 

旧約聖書 創世記   ２８章１５節  

４月  主 題 「 安心して 」    

『 主は羊飼いとして群れを養い、御腕をもって集め／小羊をふところに抱き、その母を導いて行かれる。』   

旧約聖書 イザヤ書 ４０章１１節 

              

      「 安心して 」 
 

 『 お父さん お母さん どうか忘れないで下さい。 

  子育てでなにより大切なのは、「子どもが喜ぶこと」をしてあげることです。 

  そして、そのことを「自分自身の喜び」とすることです。 

  子どもは、かわいがられるからいい子になります。かわいい子だから、かわいがるのではないのです。いくら抱いて 

も、いくらあまやかしてもいい。 

たくさんの喜びを親とともにした子どもは、やがて、人の悲しみをも知ることができるようになります。 

誰とでも喜びと悲しみを分かち合える人に成長するでしょう。 

これは人間が生きていくうえで、もっとも大切な、そして素晴らしい力です。』 詩：佐々木 正美（児童精神科医） 

 

 新年度が始まり、聖愛保育園の生活も、ようやく一ヶ月を迎えようとしています。おそらく、新しい

生活を始められた方、あるいは初めて子どもを園に送り出す保護者の方など、どの人にとっても期待と

不安を抱えながらのスタートであったことでしょう。でも、そんな大人たちの誰よりもドキドキして登

園して来るのは、新入園児や進級児の小さな子ども達です。自分をしっかり守ってくれる、お父さんや

お母さんの手を離し、一歩を踏み出していく子ども達の姿は、まるで大海原を一人で渡ろうとする冒険

家のような心境だったことではないでしょうか。 

そのような子ども達の心の中にある大きな決心と勇気に、私は感銘を覚え子ども達一人ひとりに「だ

いじょうぶだよ。うれしいこと、たのしいことが、この園には、たくさん待っているよ」と励ましの言

葉を送りたいのです。 

ところで、上記に掲載している詩は、児童精神科医として働かれている佐々木 正美 医師の詩の一節

です。現在、核家族化が進んだことなどで家族を取り巻く環境は大きく変わってきました。都市部だけ

でなく地域社会も随分変化しています。こうした中で、大人も子供も「人間関係」にストレスを抱える

人が増え、社会の中で人と交わりつつ生きていくことが難しい、と言う人が増えています。つまり、人

が人として生きていくことの難しさを誰もが経験していることでしょう。 

社会の中で人と交わる力と言うのは、実は乳児の時から育っていきます。乳幼児期をどのように過ご

すのか、と言うことは、人間にとって本当に大切な時間である、と私は思っています。 

その力とは、歩けるようになった、背が伸び体重が増えた、言葉をしゃべれるようになった、という

目に見えるものばかりではありません。赤ちゃんの心もまた豊かに育っています。 

中でも、とても大切なものが社会性です。つまり、聖愛保育園での生活は、子ども達にとって最初の

社会です。社会性と言うのは、ひとことで言うならば、社会の中でお互いのコミュニケーションをし合

う力、人間関係をつくり育てていく力のことです。コミュニケーションとは、会話ができればいいと言

う意味ではありません。 

本当の人間的なコミュニケーションと言うのは、お互いの喜びを分かち合う力です。喜びを分かち合

う力とは、同時に悲しみを分かち合える力でもあります。悲しみを分かち合うこととは、言ってみれば

「思いやり」と言うことにもなります。 

社会の中で、人と活き活きと交わりながら生きていく力を、幼少期の頃からどのように成熟させてい



くか、と言うのは、何よりも大切なことか、と私は思います。 

最後に、聖愛保育園では、創立以來、いつも大切に育んできたものがあります。それは、一日の始ま

りに際して、いつも各クラスにおいて、子ども達と共に礼拝を捧げてから一日の保育を始めます。子ど

も達の年齢によっては、礼拝の内容は多少違いますが、毎朝、讃美歌と聖書のみ言葉に触れ、目に見え

ない神さまやイエス様を通して、畏敬の念（※）を大切に育んでいます。そのような機会を幼児期から

経験することによって、園目標にも掲げているように「見えないもの（愛・信頼・感謝・希望）を大切

にする」ことを子ども達に教えています。 

この一年、目に見えない神さまやイエス様とたくさん出会い、神さまの愛の中で子ども達一人ひとり

が豊かに成長していけるよう、ご一緒に見守って行こうではありませんか。 

（※）畏敬の念…人間の力を超えた、超越的な存在（神や仏）を尊いものと見なして敬うこと。 

 

行 事 予 定 �              

○ ５月 １日（木）合同礼拝（以上児クラス） 

○ ５月 ８日（木）避難訓練 

○ ５月１４日（水）英会話（ゆり組、すずらん組） 

○ ５月２１日（水）すずらん組劇団飛行船観劇  於：ホルトホール 

○ ５月２１日（水）聖愛保育園理事会 

○ ５月２２日（木）合同礼拝・お誕生日会 

○ ５月２８日（火）総合練習日（～２９日・水） 

○ ５月３１日（土）第６３回聖愛運動会     於：湯布院町児童公園 

 ※ 雨天時の場合は、B＆G 体育館（湯布院中学校隣り）で行います。 

後日、運動会に関するお便りを配布致します。 

● ６月 ４日（水）英会話（ゆり組、すずらん組） 

● ６月 ５日（木）合同礼拝（以上児クラス） 

● ６月１８日（水）英会話（すずらん組） 

● ６月１９日（木）避難訓練 

● ６月２３日（月）第一回保育参観日・子育て講演会・保護者会総会・給食試食会・懇談会 

※ 保育園行事に参加される保護者の皆さまは、早めにご予定を入れて下さいますよう宜しくお願い致します。 

 

� お 知 ら せ 

☆ 新入園児のお友だちを紹介します。 

・ ちゅうりっぷ組  里見 翼（さとみ つばさ）くん、浦田 桜和（うらた さな）ちゃん 

・ ひまわり１歳児  四ヶ所 凜（しかしょ りん）ちゃん、高見 羽千緒（たかみ はせお）くん 

           立川 來（たつかわ らい）くん 

・ ひまわり２歳児  浦田 和湖（うらた わこ）ちゃん、浦田 勝太（うらた しょうた）くん 

           志津野 晃介（しづの こうすけ）くん、志津野 杏（しづの あん）ちゃん 

           八川 菜乃（やつがわ なの）ちゃん 

・ すみれ組     立川 玲凰（たつかわ れお）くん 

・ ゆ り組     竹下 良治（たけした りょうじ）くん 

☆ 毎週日曜日、午前９時から９時３０分まで子ども達の教会学校を行っています。 

静かな朝、神さまを礼拝し、神さまの愛と祝福を味わうひと時をご一緒に過ごしてみませんか。 

関心のある方は、小森 牧師か利光 先生までご連絡下さい。 

ennpou Seiai (２０１４・４・２８) 


